　　　いすみ市いすみブランド認定要綱
　（目的）

第１条　この告示は、いすみ市内で生産された優良な農林水産物、いすみ市内で製造された加工食品等（以下「産品」という。）を「いすみブランド」として認定し、県内外の消費者への販売、ＰＲ活動等を促進することにより、生産意欲の高揚及び地域経済の活性化を図ることを目的とする。

　（定義）

第２条　この告示において「認定」とは、生産者の申請に基づき、いすみ市に関する産品のうち一定の基準に適合すると市長が認めるものをいすみブランドとして定めることをいう。
　（認定委員会）

第３条　市長は、いすみブランドの認定に当たり、必要な事項を審議するため、いすみ市いすみブランド認定委員会（以下「認定委員会」という。）を置く。
２　認定委員会の組織その他必要な事項は、市長が別に定める。

　（認定基準）

第４条　市長は、いすみブランドの認定に当たり、別に認定の基準（以下「認定基準」という。）を定めるものとする。
２　市長は、認定基準の設定に当たっては、認定委員会の意見を聴くものとする。
３　市長は、必要があると認めるときは、認定基準を変更することができる。

　（認定の申請）

第５条　認定の申請をしようとする者（以下「申請者」という。）は、いすみブランド認定申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。
２　いすみブランドの認定の申請ができる産品（以下「申請産品」という。）は、市内で生産、製造、加工又は水揚げされたものでなくてはならない。
　（申請の審査）

第６条　市長は、前条の申請があったときは、申請産品であるか審査し、申請産品と認めるときは、当該申請書を受理するものとする。

　（認定の審査）

第７条　市長は、前条の規定により受理した申請書を認定基準に基づき審査するものとする。この場合において、当該申請者から意見を聴くことができる。
　（認定の決定等）

第８条　市長は、認定委員会において、申請産品が認定基準に適合すると認めるときは、いすみブランド認定産品（以下「認定品」という。）と認定するものとする。この場合において、市長は、いすみブランド認定書（様式第２号）を当該認定を受けた者に交付するものとする。
２　市長は、認定委員会において、申請産品が認定基準に適合しないと認めるときは、いすみブランド認定基準不適合通知書（様式第３号）により申請者に通知するものとする。

３　市長は、必要があると認めるときは、第１項の認定に意見を付すことができる。

　（認定の有効期限及び再認定）

第９条　認定の有効期限は、認定した日から起算して２年を経過する日の属する年度の末日までとする。
２　認定の有効期限が満了となる場合において、再認定を受けようとする者は、有効期限の２箇月前までにいすみブランド再認定申請書（様式第４号）を市長に提出しなければならない。

　（認定の変更）

第１０条　認定品の取扱者は、次の各号のいずれかに認定内容が該当する場合は、速やかにいすみブランド申請事項変更申請書（様式第５号）を市長に提出しなければならない。

　(１)　認定品の名称、金額等を変更したとき。

　(２)　認定品の取扱者の氏名、名称若しくは代表者名又は住所等の変更をしたとき。

　(３)　その他認定申請書記載事項に変更が生じたとき。

　（準用）

第１１条　第７条及び第８条の規定は、第９条第２項又は前条の規定による申請書の提出があった場合について準用する。ただし、当該申請の内容が認定内容の軽微な変更である場合にあっては、第７条の規定による審査を省略することができる。

　（認定の表示）

第１２条　認定品取扱者は、認定品、包装、容器等に認定品であることを証明するロゴマークを使用することができる。

　（審査及び検査）

第１３条　市長は、必要があると認めるときは、認定品の調査又は検査を行うことができる。

　（認定の取り消し）
第１４条　市長は、認定品が次の各号のいずれかに該当するときは、当該認定品に係る認定を取り消すことができる。この場合において、市長は、認定委員会の意見を聞くものとする。

　(１)　認定基準に適合しないと認められるとき。

　(２)　虚偽の申請により認定を受けたとき。

　(３)　前条の規定による調査又は検査を正当な理由なく拒否したとき。

　(４)　認定品の生産、製造若しくは販売を１年以上中止し、又は廃止したとき。

　(５)　その他制度の運用に重大な支障を及ぼす行為があったとき。
　（その他）

第１５条　この告示に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。

　　　附　則

　この告示は、公布の日から施行する。
様式第１号（第５条関係）
いすみブランド認定申請書

年　　月　　日　
　いすみ市長　　　　　　　　　　様

申請者　住　　所　　　　　　　　　　　　　　

名　　称　　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　㊞　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　

下記の産品について、いすみブランドの認定を受けたいので、いすみ市いすみブランド認定要綱第５条の規定により申請します。

記
	認定申請産品名
	


添付書類

　いすみブランド認定申請調書（別紙１）
　いすみブランド認定申請に係る誓約書（別紙２）
　参考資料（認定申請品のパンフレット、写真等）

別紙１

いすみブランド認定申請調書

１　申請者の概要

	フリガナ
	

	社名(個人事業者の場合は屋号又は氏名)
	

	フリガナ
	

	代表者の職・氏名
	

	本社住所
	

	業種
	

	創業
	
	法人設立
	

	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	ｅ－ｍａｉｌ
	
	ＵＲＬ
	


２　申請産品情報

	産品名（読み方）
	

	産品の種類
	

	産品の規格
	

	ＰＲコメント

	産品コンセプト：産品開発、生産、製造及び販売の過程で、いすみ市にまつわる由縁並びにこだわりの「本物づくり」について

	独自性・主体性：産品の特徴、生産、製造及び販売の過程で、類似産品との違いについて
（特許、意匠登録、商品登録等の知的財産権の取得（出願）の有無を含む）

	信頼性：産品開発、生産、製造及び販売の過程で、品質を維持・向上するための特別な取り組みについて

	市場性：産品開発、生産、製造及び販売の過程で、認知度及び支持率が高くなることの見込みについて

	将来性：この産品での今後の事業展開及びいすみのイメージアップについて


別紙２

いすみブランド認定申請に係る誓約書

　いすみブランド認定を受けるにあたり、いすみ市いすみブランド認定要綱の定めるところを誠実に遵守するとともに、次の事項について特に留意することを誓います。

１　産品の生産、製造及び販売を通じて、積極的にいすみ市のイメージ向上に繋げるよう

　努めます。

２　産品の品質、流通、販売等において事故等の問題が生じたときは、当方がその責任を

負います。

年　　月　　日

い す み 市 長　　　　　　様

申請者　住　　所　　　　　　　　　　　　　　

名　　称　　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　　　　㊞

電話番号　　　　

様式第２号（第８条関係）

いすみブランド認定書

      年　　月　　日　
　　　　　　　　様

いすみ市長　　　　　　　　　　　印　　　

　　　　年　　月　　日付けで申請のあった産品については、いすみ市いすみブランド認定要綱第８条第１項の規定により、下記のとおりいすみブランドとして認定します。
記

認定産品名

認定番号　　　　　　　　　号

有効期限　　　　　年３月末日

認定の条件

様式第３号（第８条関係）

いすみブランド認定基準不適合通知書

年　　月　　日　
　　　　　　　　様

いすみ市長　　　　　　　　　　印　　　　

　　　　年　　月　　日付けで申請のあった産品については、いすみ市いすみブランド認定委員会で審査の結果、下記のとおり認定基準に不適合となりましたので、いすみ市いすみブランド認定要綱第８条第２項の規定により通知します。

記

申請産品名

理由

様式第４号（第９条関係）

いすみブランド再認定申請書

年　　月　　日　
　いすみ市長　　　　　　　　　　様

申請者　住　　所　　　　　　　　　　　　　　

名　　称　　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　㊞　　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　
　下記の産品について、いすみブランドの再認定を受けたいので、いすみ市いすみブランド認定要綱第９条第２項の規定により申請します。

	認定番号
	

	認定産品の名称
	

	申請物の種類
（加工品の場合は主原材料名）
	

	認定産品の有効期限
	　　　　　　　年　　　月　　　日まで

	備考
	


様式第５号（第10条関係）

いすみブランド申請事項変更申請書

年　　月　　日　
　いすみ市長　　　　　　　　　　様

申請者　住　　所　　　　　　　　　　　　　　

名　　称　　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　㊞　　　　

電話番号　　　　　　　　　　　　　　

　下記のとおり認定に係る申請事項に変更があったので、いすみ市いすみブランド認定要綱第10条の規定により申請します。

	認定番号
	

	認定産品の名称
	

	変更事項
	新
	

	
	旧
	


